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1 . は じめに
人工衛星 による海色リ モ ー トセ ン シ ン グは, 衛
星 高度で の 光学観鞠デ ー タ から大気 に よ る散
乱 ･ 吸収の光学的効果 を取り除く ことにより ､ 海
中か ら射出される光 の ス ペ ク トル 情報 を抽出す
る技術で あり ､ その 中で も時空間的な変動 の 大き
い 大気 エ ア ロ ソル の 影響を衛星デ ー タ か ら如何
に精度良く見積もるか が､ 海色情報抽出の精度を
高める ための 大きな殊窟の - つ で ある｡
海 色 観 測 用 の セ ン サ で あ る O C TS(Oc e a n
Colo r and Tbmpe r at w e Sc a n ne r) と 共 に
AD E OS に 搭 載 さ れ て い た P OL DI弓R
伊O La riz atio n a nd I)ir e ctio nality ofthe Ea rth
Refle ctan c e 8)ほ ､ O C T S に比べ て空間分解能は
劣 るもの の ､ 同 一 梅表面に対する多視角および多
偏光 の観測情報を有 しており 1)､ これらのデ ー タ
の 複合的な利用により O CT S単独で は得られな
か っ た高い 精度 の エ ア ロ ソル 情報を得られる こ
とが期待される｡
そこ で本研究で は､P O L DERデ ー タ の持 つ 多視
角 の親政()･情報を用 い た大気 エ ア ロ ソ ル バ ラメ 一
夕 の 推 定ア ル ゴ リ ズ ム を検討 す る と共 に ､
OC TS-PO LDER デ ー タ の有効的 な複合利用技術
を確立する ことを目的とす る｡
なお ､ 本研究は平成1 1年度より千葉大学環境
リ モ ー トセ ン シ ン グ研究セ ン タ ー 共同利用研 究
と して始められたもの で あり-､ 本稿で は , その 中
間結果に つ い て報告するo
2 . 大気 エ ア ロ ソル推定 アル ゴリズム
海色 のリ モ ー トセ ン シ ン グにおい て ､ 衛星高度
で観測 され る光(太陽光に対す る反射率 : p T)
は ､ 一 般に(1)式の ように モ デ ル化される｡
pT(1)= p M(A)＋ p A(九)＋ p M A(九)＋t(1)p w(九) (1)
p v:衛星で観激される反射率
pzd: :大気分子の多重散乱による反射率
β A :エ ア ロ ソ ル の多重散乱による反射率
p HA :大気分子 - エ ア ロ ソ ル の相互散乱による反射率
t:海面 一 大気上端の透過率
p w :海水射出輝度成分の 反射率
九 :波長
(1)式に つ い て ､ 近赤外波長域にお い ては β w ≒
o であり､ また, p Mは大気分子の組成が安定し
て い る こ とか ら理静 的に計算する こ とが 可能 で
ある｡ 従 っ て ､ 近赤外波長域にお ける エ ア ロ ソル
の 多重散乱 に関わる項 p A＋ p M A柱也)式で表され
る｡
p A(九)＋ p M A(A.)= p T(九) - p M(A) 唆)
一 方 ､ -OCT S アルゴリズ ム に基づき 如), (3)-
(7)式が成り立つ と伎定 し､ (2)式に代入す る こと
により ､ C2) 式は(8)式で表され る｡
pL.(A,n)≡(1 - r)p'R A(M l,A.f)＋ ypIJu(M 2,A,a) (3)
p RA(え,a)≡ pA(A,0)＋ PM A(1,a) (4)
p
I
R.(M ,A,a)≒ pr｡s(M,A,a)＋皇肌(”,A) (5)
Jl■1
rA(M･A)- 劫 1･(5 mh桝) (6,
p
l
lS(M･ ･^Q)= 増 野遡 (7,
A4=叫 ,M2 : 候補 エ ア ロ ソ ル モ デ ル
n : 観測幾何学条件
p
'
RA(班, 九,a): M, ん,f2 における pA＋ p M A
r :候補エ ア ロ ソ ル モデ ルに対する内分率
T A : エ ア ロ ソ ル の 光学的厚さ .
k : 正規化消散係数
p
I
A 8 :単散乱近似による エ ア ロ ソ ル の反射率
o)A
･
.
エ ア ロ ソ ル の 単散乱ア ル ベ ド
PA : エ ア ロ ソ ル の散乱位相関数
o - TJ
'
(5 00ヰ rh盲漂お･ ra6 畿‡
･ 榊 ヰ rk 劫 ･r a5 島‡
･ T･(500 -I(1 - r, &ia･･ 響 ‡
･r 幾1a4･ 響 ‡]
- Au(A,f})
(8)
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よ っ て ､ 実際の エ ア ロ ソ ル の特性に近 い 2 つ の
エアロ ソノレモ デ ル が与えられた時､(8)式に 関する
未知数は で A(600n m)および 2 つ の候補 エ ア ロ ソ
ル モ デル の 内分率 r となる｡ こ こ で(8)式は観測視
野角に関する項 を含ん で い る ことか ら, 本研究で
桔､ 幾 つ か の 候補 エ ア ロ ソル モデル ､ 内分率お よ
ぴ光学的厚さの親 に 関して , 複数の視野角か らの
観測情報 を用 いて(8)式 を解き ､ 各視野角情報 から
得られ る T A(600n m)値の分散 が最も小さ い 時 の
候補 エ ア ロ ソル モデ ル Ml,M 2､ 内分率 r ､ そ し
て て A(500n血)を選択した. Fig. 1に PO LI)E Rの
多視角観測 と O C T Sの 一 方 向観測との 違 い を示
す ｡
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3 , シ ミ ュ レ ー シ ョ ンデ ー タによる評価
多視角観測デ+ タ を用 い た ア ル ゴリ ズ ム の 有
効性 を検討するために､ 以下の 2 つ の条件にお け
る大気上端で の反射率デ ー タ を作成し､
'
こ の シ ミ
ュ レ ー シ ョ ンデ ー タ を入力.と したア ル ゴリ ズ ム
の評価を行 っ た ｡
之ミ_ 三 と二二と且と重度⊥
･ エ ア ロ ソル モデル :
A)対流圏型 - R Ⅱ80 %
&沿岸型I RII80%(50 % 50%)
B)海洋型 TR H 99 % &黄砂型 (50 %50 %)
I 50 0n m に お ける エ ア ロ ソル の 光学的厚さ :
0.01- 1.0
,
0.05刻み
ヱ∠ヒ呈旦.互生亀鑑⊥ .
･ 候補 エ ア ロ ソル モ デル : 1 0モ デル
1, ･対練圏型 ･ R E 50%
2. 対流圏型 ･ R H8 0 %
3. ■対流圏型 ･R H9 0 %
4. 沿岸型 ･R E60 %
-5. 沿岸塾 ･R瓦80 %
6.･ 沿岸型･ RH99%
7･
_
海洋型 ･ R Ⅱ5 0 %
8. 海洋型IR Ⅱ80 %
9. 海洋型 ･ R E9 9 %
10. 黄砂型
※以上 OCT Sア ル ゴリズ ム用テ ー ブ ル を使用
･ 500n m における エ ア ロ ソル の 光学 的厚さ :
0.01- 1.0, 0.05刻み
･ 使用視野角 : 後方4方向
こ こで ､ 各 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン デ ー タに よる で
A(500n m)の推定結果を Fig. 2(〟,Oi)に ､ そ して
2 つ の 選択 モ デ ル およ び 内分率 か ら得 られ る
オ ン グス ト ロ ー ム 指数 α(670/865)の 推定結果
をFig. 3(心,但)に示す . 横軸柱シ ミ ュ レ ー シ ョ
ン デ ー タ作成時 の て A(500n m)の設 定値 を示 し
ており ､ 縦軸は各々 ア ル ゴリズ ム で推定された
で A(500n m)お よび α(670/865)の 値で ある｡ ま
た , 本ア ル ゴリ ズム は単 一 の 波長デ ー タにお け
る複数 の 視 野角デ ー タ か らの 推定 が可能 で あ
るこ とか ら､ 推定結果 には 670n m の デ ー タと
866n n の デ ー タ の適用結果を各々 示 して い る｡
こ の 結果か ら､B)モ デル に つ い て は で A(500n n),
α(670/865)共に ､ 設定値に ほぼ等 しい値が推定
されて い るも の の ､ A)モ デ ル に つ いて は B)モデ
ル の結果と比 べ て若干幸娯差が大きく な っ て い
る ことが わか る｡
4 . P o 上-D E Rデ ー タに よる適用結果
Fig. 4および Fig. 5 に実際 の P OIJD E Rの デ ー
タ(670h m)を本ア ル ゴ リズム に適用 した結果を示
す｡ こ こで , Fig. 4 は て A(500n m), Fig. 5 は α
(670/865)の 推定結果 で あり ､ 各々03)は3方向､
(C)は4 方向デ ー タ からの推定結果を示 して い声.
また､ (A)は従来の 近赤外 2波長(670/865)ア ル ゴ
リズム から OCTS デ ー タを用い て推定された各
パラメ ー タ の値であ る｡
こ の結果 ､ T A(800n m)につ い ては
‾
o c T S プロ
ダク トと同様 な分布 パ タ ー ン を示 して い るもの
?, 全体的に低い 推定結果 を示 して い ることがわ
か るo エ ア ロ ソル の タイ プを表す α(670/865)に関
しても ､ O C T S よりも かなり低 めの推定結果を示
して い ることがわか る｡
4 . まとめ
本研究で は ､ O C TS･ P O L D E Rデ ー タ の有効的
な複合利 用技術を確立す る こ とを目的と して ,
P O LDE Rデ ー タ の持 つ 多視角の観測情報を用い
た大気 エ ア ロ ゾル パ ラメ ー タ の 推定 ア ル ゴリ ズ
ム の検討を行 っ た o シ ミテ レ - シ ョ ンデ ー タ によ
る通用結果 で は ､ 設定す る エ ア ロ ソル のタイ プに
よ っ て精度に 大き な差 が 出る とい う結果 で あ っ
た｡ これらの 結果は , 今回の評価に使用 した候補
エ ア ロ ソ ル モ デル の 設定 に若干 の 偏り があ っ た
ことによるもの で あると考えられる｡ 本解析結果
は ､ 提案ア ル ゴリズ ム の 中間的な評価結果であり､
今後 よ り適切 な エ ア ロ ソ ル モ デ ル をア ル ゴリ ズ
ム に組み込 むこ とを検討すると共に ､ 現状の 単 一
準長情報か ら複数波長情報の 利用も考慮して ､ 更
にア ル ゴリズ ム を検討 して いく予定で あるo
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